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今月の目標

食の文化を考えよう

外国の行事が楽しいイベントとして定着する中、日本で古くか

ら受け継がれてきた伝統行事や行事食に触れる機会が少なくなっ

ています。学校では、給食を通して伝統的な食文化を学べるよう

にしていますが、年末年始は給食がありませんので、ご家庭で行

事食や郷土料理を味わい、“ふるさとの味”や“わが家の味”を

伝える機会にしてみてはいかがでしょうか。

五節句の一つで、春の七草を入れた七草がゆ

を食べて邪気をはらい、無病息災を願います。

１年の締めくくりとなる日。今年の苦労

を断ち切り、新年への願いを込めて、年

越しそばや「年取り魚」を食べる風習が

あります。年取り魚は地域によって異な

りますが、ブリやサケが用いられます。

１年の始まりとなる日。「歳神様」をお迎えするため、門松、しめ飾り、鏡もちなどを

飾り、おせち料理やお雑煮を食べて、新年のお祝いをします。

地域の食材を使った、も

ち入りの汁物。主に西日

本では丸もち、東日本で

は角もちが用いられます。

あん入りのもちを入れる

所、もちを入れない所も

あります。

学校給食の起源は、明治22（1889）年にさかのぼります。山形県の

大督寺というお寺の中にあった小学校で、お弁当を持ってこられない子

どもたちに、昼食を無償で提供したことが始まりとされています。その後、全

国へと広がりましたが、戦争による食料不足などの影響で中断されてしまいま

した。戦争が終わっても食料不足は続き、子どもたちの栄養状態が心配された

ことから、学校給食の再開を求める声が高まりました。アメリカのLARA（ア

ジア救援公認団体）から贈られた物資を使い、昭和22（1947）年１月に給

食が再開しました。

パンの種類が増え

めん類も提供され

るようになりまし

た。脱脂粉乳のミ

ルクは牛乳へと切

り替わりました。

アメリカから寄贈

された小麦粉を

使って、パン・ミ

ルク・おかずの完

全給食が始まりま

した。

給食の主食はパン

が中心でしたが、

昭和51年に米飯が

正式に導入され、

献立の内容も豊か

になっていきまし

た。

脱脂粉乳や缶詰

などの物資を

使って給食が作

られました。

邪気をはらう小豆を入れた「小

豆がゆ」を食べる風習がありま

す。また、「左義長」「どんど

焼き」などと呼ばれる火祭りが

各地で行われます。

一つひとつの食材に、新

年への願いが込められて

います。「福を重ねる」

「めでたさを重ねる」と

縁起を担ぎ、重箱に詰め

るのも特徴です。


